
 

平成３０年度学芸員資格認定試験問題 
 
 

博物館資料保存論 
 

 

（解答はすべて解答用紙に記入し，この問題用紙に記入しないこと。） 

 

 

１．次の（１）～（３）の文章の（  ）にあてはまる適切な語句を，それぞれ   の

ア～エから選び，解答欄にはその記号を記しなさい。（同じ番号の箇所には同じ記号が入

る。）（各４点） 
 
（１）「国際博物館会議（ＩＣОＭ）職業倫理規程」＜２００４年１０月改訂＞では，「２．

２５生きた動物の厚生」について，次のように示して対応が求められている。 
生きた動物を飼育している博物館は，それらの（ ① ）に関するすべての責任を

負うべきである。博物館は，獣医学の専門家によって承認された，職員，来館者，お

よび動物の保護のための安全規程を作り履行しなければならない。（ ② ）改変は明

確に識別できるようにすべきである。 
    
（２）第３８回ユネスコ総会で採択された「博物館及びその収集品並びにこれらの多様

性及び社会における役割の保護及び促進に関する勧告」＜２０１５年１１月１７日，

仮訳＞では，博物館の主たる任務での保存について，次のような対応を求めている。 
博物館における収集品の管理の重要な要素は，専門的な（ ③ ）の作成及び維持

並びに収集品の定期的な管理である。（ ③ ）は，博物館を保護し，不正取引を妨げ，

及びこれと戦い，並びに博物館が社会においてその役割を果たすことを支援するため

に不可欠な手段である。（ ③ ）は，また，収集品の移動についての健全な管理を円

滑にする。 
 
（３）「博物館の設置及び運営上の望ましい基準」＜平成２３年１２月２０日，文部科学

省告示第１６５号＞では，施設及び設備について，第１５条１で次のように示して対

応が求められている。 
   耐火，（ ④ ），防虫害，防水，防塵，防音，温度及び湿度の調整，日光の遮断又

は調節，通風の調節並びに汚損，破壊及び（ ⑤ ）の防止その他その所蔵する博物

館資料を適切に保管するために必要な施設及び設備。 
 
 



 

 
① ア．育成と発達  イ．種と生命  ウ．健康と福祉 エ．成長と繁殖 
② ア．遺伝子的   イ．生態的   ウ．種目的   エ．環境的 
③ ア．目録     イ．調書    ウ．手引書   エ．取扱指針 

④ ア．耐熱     イ．耐風    ウ．耐震    エ．耐寒 
⑤ ア．転倒     イ．劣化    ウ．紛失    エ．盗難 

 

 

２．次の①～⑥の用語の中から４つ選択し，その番号を記し簡潔に説明しなさい。（５つ

以上を回答した場合は無効とする）（各５点） 

 

① 損傷地図 

② 吸放湿特性 

③ アクティブコントロール 

④ 赤外線反射写真 

⑤ 修理報告書 

⑥ 後補 

 

 

３．エコミュージアムの理念において保存の対象となるものを書き出し，それらの望まし

い対応を２００字以内で論じなさい。（１５点） 

 

４．東大寺正倉院で続けられてきた蔵品の保存方法について，以下の３つの語句を全て使

い，２００字以内で説明しなさい。（１５点） 

 ＜語句＞ 管理，湿度，防虫 

 

 

５．博物館施設で文化財の保全に関わる活動が必要である理由を，下記の   の中から

５つ以上使って４００字以内で論じなさい。（３０点） 

 

 

世代，公開，継承，集中，分散，保管，リスク，歴史，物質，価値 

 


